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令和 4年 6月 23日 輪島市立輪島中学校 

今月は、第 1回けんご大賞から選んだ本を特集します。TikTokクリエイターのけんごさんが 

  紹介する本は爆発的な売上を記録していて最近では初の小説を手がけて話題を呼んでいます。 
  

 

 

 
 

「檸檬
れ も ん

先生」 珠川 こおり/著  

“クラスの誰も理解してくれない。私だけがおかしい。” 

小学 3年生の私は、音や数字に色が見えたりする「共感覚」を持ち 

学校になじめない。唯一、心が落ち着く音楽室で同じく共感覚を持つ 

孤独な少女に出会う。本作で小説現代長編新人賞、史上最年少受賞！。 
 

「オーラの発表会」 綿矢 りさ/著 

“同じ思春期であるはずのクラスメイトとは話がかみ合わなかった。” 

他人に興味を持たず、気持ちをくみとったりするのが苦手な海
み

松子
る こ

 

の特技は脳内でまわりの人にあだ名をつけること。特に事件などは起 

こらないが、あたたかい気持ちになれる小説。 
 

「ワカレ花」 けんご/著 

“出会い、失恋、両想い、別れ わたしのそばにはいつも花があった。” 
恋には人を成長させ変える力があると思わせてくれる。春夏秋冬に 

合わせた切ない恋愛小説。それぞれの話がつながっていて面白い。 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

今月の特集 
 

「すべての恋が終わるとしても 

140 字の恋の話」 

 

  

「柴犬のトリセツ」 

 

「生きものの実は…」 

 

「くるまの娘」あの芥川賞受賞 

「推し、燃ゆ」著者 最新作！ 

「発達障害と一緒に大人

になった私たち」 

 

 

「学校の怪談 5 分間の

恐怖」5 冊セット 
「名探偵コナン 

 世紀末の魔術師」 

「はじめよう！ 

トイプー＆柴犬ぐらし」 

 

「うさほん」 

 

 

「ねこほん」 

  

「大熊猫（パンダ） 

ベーカリー 1 と 2」 

  

「産まれてすぐピエロ

と呼ばれた息子」 

 

「とりほん」 

 

他のけんご大賞

も展示中です。 

み 

「すこしずるい 

パズル 1 と 2」 

  

待望のデビュー作！ 

 

「小説  

弱虫ペダル 9」 

  


